
食品の調理や保存に使用される食品包装用ラップフィ

ルムには酸化防止剤や可塑剤等さまざまな目的のために

多くの化学物質が添加されている｡ これらの添加剤やそ

の分解物は使用条件によっては比較的容易に食品中に移

行することが知られている｡１)２)３)４)５)６) 特に､ ノニルフェ

ノールは内分泌かく乱作用が疑われている｡

ラップフィルムへの安全性に対する懸念があることか

ら､ 塩化ビニル工業会は平成12年２月以降ノニルフェ

ノールの生成しない添加剤に切り替えた｡ その後の追跡

調査で大部分のラップフィルムは､ ノニルフェノールが

含有しない包装材に切り替わっていることが報告されて

いるが､ 消費者の容器包装に対する不安は残っている｡

これらの懸念を払拭するため市販ラップフィルムにつ

いて材質試験を実施した｡ その結果､ すべてのラップフィ

ルムに含有していないことが明らかとなった｡

また､ 可塑剤 (フタル酸エステル類､ アジピン酸エス

テル類) について調査し､ フタル酸エステル類は検出さ

れず､ アジピン酸エステル類が検出された｡ それらの調

査結果について報告する｡

１) 試 料

試験試料一覧をTable１に示す｡

内訳はポリ塩化ビニル製10件 (業務用３件､ 家庭

用７件) ポリ塩化ビニリデン製６件 (業務用３件､ 家

庭用３件)､ ポリエチレン製４件 (業務用２件､ 家庭

用２件) ポリメチルペンテン製１件 (家庭用) 合計21

件

上記試料は平成16年６月から８月にかけ鳥取市内

の容器包装卸及びスーパーマーケットで購入した｡

２) 試 薬

ノニルフェノール：和光純薬製

可塑剤 (フタル酸エステル類12種 (DMP, DEP､

DBP､ DnPP､ DIBP､ DPeP､ DnHP､ DHP､ DE

HP､ DINP､ BBP､ DCHP)､ アジピン酸エステ

ル類4種 (DEHA､ DINA､ DAA､ DIPA))：和光

純薬製

有機溶媒類 (シクロヘキサン､ ２-プロパノール､

アセトニトリル)：和光純薬製HPLC用)
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１ はじめに ２ 実験方法
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ＰＶＣ：ポリ塩化ビニル ＰＶＤＣ：ポリ塩化ビニリデン ＰＥ：ポリエチレン ＰＭＰ：ポリメチルペンテン

Table１ List of wrapfilm sample

材 質 用途 表示 (添加剤) 耐熱温度 耐冷温度
ＰＥ 家庭用 なし
ＰＥ 業務用 脂肪酸エステル (柔軟剤) 110 -60
ＰＥ 業務用

ＰＥ､ナイロン 家庭用 脂肪酸誘導体 (防曇剤) 160 -60
ＰＭＰ 家庭用 ポリブテン-１ (ポリオレフィン) 180 -30
ＰＶＣ 家庭用 脂肪族多塩基酸エステル(柔軟剤) エポキシ化植物油(安定剤) カルシウム化合物(安定剤) 130 -60
ＰＶＣ 家庭用 同 上 130 -60
ＰＶＣ 家庭用 同 上 130 -60
ＰＶＣ 家庭用 同 上 130 -60
ＰＶＣ 家庭用 同 上 130 -60
ＰＶＣ 家庭用 同 上 130 -60
ＰＶＣ 業務用 同 上 130 -60
ＰＶＣ 家庭用 同 上 130 -60
ＰＶＣ 業務用 同 上 130 -60
ＰＶＣ 業務用 同 上
ＰＶＤＣ 家庭用 脂肪酸誘導体 (柔軟剤) エポキシ化植物油 (安定剤) 140 -60
ＰＶＤＣ 家庭用 脂肪酸誘導体 (柔軟剤) エポキシ化植物油 (安定剤) 140 -60
ＰＶＤＣ 家庭用 脂肪酸誘導体 (柔軟剤) エポキシ化植物油 (安定剤) 140 -60
ＰＶＤＣ 業務用 脂肪酸誘導体 (柔軟剤) エポキシ化植物油 (安定剤) 140 -60
ＰＶＤＣ 業務用 脂肪酸誘導体 (柔軟剤) エポキシ化植物油 (安定剤) 140 -60
ＰＶＤＣ 業務用 脂肪酸誘導体 (柔軟剤) エポキシ化植物油 (安定剤) 140 -60



３) 装 置

ガスクロマトグラフ／質量分析計

：パーキンエルマー社製ターボマス

高速液体クロマトグラフ

：島津製作所製 LC-10

検出器：フォトダイオードアレイ検出器

４) GC／MS測定条件

カラム：キャピラリーカラムHP-５ (内径 0.25㎜､

長さ30m､ 膜厚0.25μm HewlettPackerd)

カラム温度：50℃ (１min保持) －10℃／min (昇

温) －300℃ (４min保持)

注入口温度：250℃

トランスファーライン温度：250℃

イオン源温度：250℃

キャリヤーガス：ヘリウム 2.0ml／min

注入量：１ μｌ

イオン化電圧：70ｅＶ

測定モード

検索用：ＳＣＡＮ (m／z 60～650)

定量用：ＳＩＭ (m／z 107, 121, 149)

５) ＨＰＬＣ分析条件

分離カラム：ＧＬサイエンス社製Inertsil ODS -３,

５μm､ 4.6mm id×250㎜

移動相：アセトニトリル－Ｈ２Ｏ (80 -20)

流量：１ml／min

カラム恒温槽温度：40℃

検出器：フォトダイオード検出器 225nm

注入量：20μｌ

カッターまたははさみで細切した試料0.5gに､ シク

ロヘキサン－２-プロパノール(１：１)混液10mlを加え､

37℃で一晩静置後､ フィルターでろ過して抽出液とし

た｡ 抽出液5.0mlを40℃の水浴上で窒素気流下約0.2ml

まで濃縮し､ 50℃のアセトニトリルを５ml弱加えてで

きる限り溶解した｡ 室温まで放冷した後､ アセトニトリ

ルを加え5.0mlとしその一部をメンブランフィルターで

ろ過して試験溶液とした｡ GC／MS-SCANによりノニ

ルフェノールの検索を行い､ 含有が確認されればGC／

MS-SIMにより定量する｡

３ 実験結果及び考察

１) ノニルフェノールの分析

(ａ) GC／MSによる定性・定量

ノニルフェノールは多くの異性体の混合物であり

GC／MSでは多数のピークを示す｡ 標準品のGC／

MSクロマトグラムをFig.１に示す｡ サンプルから

のクロマトと標準品のクロマトパターンは一致３),７)

しており､ 定量はこれらのピークから代表的ピーク

を選定する方法で行うことができる｡

(ｂ) ＨＰＬＣによる定量

ノニルフェノールのLCクロマトグラムは１本の

ピークとして検出されるので､ 標準品による検量デー

タで定量することができる｡ 標準品のLCクロマト

グラムをFig.２に示す｡

２) ラップフィルム中のノニルフェノール含有量

材質試験を行った21検体すべてノニルフェノールは

検出されなかった｡ ラップフィルム中のノニルフェノー

ル残留量調査は河村ら２)及び船山ら５)による調査が平成

10年から平成12年度にかけて行われており､ それによ

ると河村らの調査で16件中14件検出 (530～2500μg／g)､

船山らでは10件中９件検出 (330～1550μg／g) されて

いる｡ その後､ ラップ業界で平成12年２月以降ノニル

フェノールが生成しない添加剤に切り替えられた｡

その後､ 東京都ではノニルフェノールの材質試験の追

跡調査を実施しており､ その結果ノニルフェノールは検

出されなくなったと報告している｡

今回の調査で平成12年２月以降製造されたラップフィ

ルムでありノニルフェノールは検出されなかったものと

思われる｡

ノニルフェノール標準液及び試料のＭＳクロマトグラ

ムをFig.３に示す｡
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６) 材質試験１)

Fig.１ GC/MS total ion chromatogram of standard
nonylphenol

Fig.２ HPLC chromatogram of standard
nonylphenol and 4 -n -nonylphenol
Nonylphenol：5.0 μg/ml
n-Nonylphenol：2.5μg/ml



３) 容器包装中のフタル酸エステル類及びアジピン酸エ

ステル類

ラップフィルム中の可塑剤について含有を調査したと

ころ､ フタル酸エステル類は全て検出されなかったが､

アジピン酸エステル類が塩化ビニル樹脂製ラップに含有

していた｡

GC／MSクロマトグラムをFig.４に示す｡

４ まとめ

１) 食品包装用ラップフィルム21検体すべてノニルフェ

ノールは検出されなかった｡ とりわけ､ 塩化ビニル樹

脂製ラップフィルムにノニルフェノールが含有してい

なかった｡

２) ラップフィルム中の可塑剤はフタル酸エステル類12

種について全て､ 検出されなかった｡

３) 塩化ビニル樹脂製ラップフィルムの可塑剤としてア

ジピン酸エステル類が含有していた｡
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Fig . ３ GC/MS－ SIM chromatograms of non-
ylphenol (standard and sample)

Fig .４ GC/MS－SIM Chromatogram of adipates
(standard and sample)
Standard：DEHA,DINA(10ng,100ng res.)
Sample：Sample number 3
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